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５月１日のメーデーを皮切りに始めた署名活動は、この１ヶ月

で１８００筆を超える運動へと広がっています。 

北は北海道、南は熊本までの全国各地の支援者の方たちから、

毎日あたたかいメッセージや、力強いエールとともに送られてき

ています。 

日々の活動にいつも署名をもってまわり、毎日のように活動日

記とその日集まった署名用紙を送ってくださる方、「増す刷りし

て労働組合に呼びかけてるからね」とメールをくださった方、病

気とたたかいながらも「ともにがんばろう！」と励ましてくれる

方。本当に毎日、勇気づけられています。ありがとうございます。 

５月以降だけで、カンパも１７万円以上寄せられています。 

目標の１万筆まではまだまだですが、着実に支援の輪が広がっ

ているのを感じています。 

次回裁判  ご都合のつく方は、ぜひご参加ください。 

６月１８日(月)午後３時 地方裁判所 法廷棟２階２０１号法廷 
※裁判終了後、弁護士会館にて、報告・交流会を開催します。 

 

５月１８日、国民救援会港支部の総会に梅村さんが参加して、支援と署名の

お願いをさせてもらいました。 

「労働局が認めた労災を、労災指定病院が認めないなんて、ひどすぎる！」 

「南医療生協もここまで変わってしまったか」と、多くの人が共感してくださ

り、次々と支援する会の申込書とカンパが寄せられました。 

 総会会場だった全港湾の事務所は、梅村さんが保育園から小学校まで、梅村

さんのお母さんの職場であったところで、「お母さんも頑張り屋だったで、よ

く似とるね」と懐かしい方たちにも熱いエールをいただきました。 

 救援会南支部では、署名用紙を全会員に郵送していただき、署名の輪を大き

く広げてもらっています。６月１０日の救援会知多北部支部総会でも訴えをさ

せてもらいます。力強い救援会のご支援に心から感謝しています。 

鳥居公務裁判を支援する会の 

 杉林さんからいただいた絵手紙 

杉林さんから 

 お手元に集まった署名をお持ちの方は、できれば第１次集約の６月１５日までに送っていただけると 

ありがたいです。裁判所には１８日、南医療生協には、２４日の総代会前に届ける予定です。 

 その後も署名は裁判終了まで継続していきますので、そのあとも引き続きご協力もお願いします。 



 

 被告南医療生協は、先日の裁判の「準備書面」で、「安全配慮義務違反はなかった」

根拠として、「業務期間中の自由な通院を認めていた」と就業規則２７条の「通院休暇

（有給）」をあげ、「被告が原告の治療機会を喪失させたという事実は一切ない」と主

張しています。 

 しかし、その一方で、いま、南医療生協は下記の文書のように、「通院休暇制度の廃止」を「正直者が損を

する」制度として、廃止をしようとしています。 

 被告は、現在の職員たちからも、自らが主張する「安全配慮」のひとつを奪おうとしているのです。 

 あまりにも、裁判を、そして、現在働いている職員を馬鹿にした態度に怒りを禁じえません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 南医療生協が、「不当労働行為救済申し立て」をしている労働委員会での、審問が７月からはじまります。 

 成瀬専務も証人として審問に参加します。どんな言い訳をするのか、みなさんで見守っていきましょう。 

 期 日 証人名 

第１回 ７月１７日(火)13：30～ 南医療生協労組 中央執行委員長 小椋巌 

第２回 ８月２日（木）13：30～ 南医療生協労組 書記長 田島保利 

第３回 ８月２３日（木）13：30～ 南医療生協 人事育成課次長 神山充 

第４回 ９月１９日（水）13：30～ 南医療生協 専務理事 成瀬幸雄など３名 

●以下４回のいずれの会場も、愛知県庁西庁舎８階の愛知県労働委員会審問室です。 

南医療生協は、「労働条件を揃えるため」として、

南生協直接雇用者の労働時間延長をしようとして

います。 


